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本誌230号(1973-!0)に｢ネパｰルの鉱産資源｣において

タラコフ技師の結論的な所説を御紹介申.Lげたが今回は同技

師がこれまでの各報告書から編集し自己の調査結果をももり

こんで作ったネパｰルの鉱産資源資料のうち燃料鉱物の分に

ついて若干の御紹介を試みることとする.(なおこの編著の

取扱資料は1972年1月1目ネパｰル地質調査所現在σ)もので

鉱兆全部について詳報があるわけではなくまた分析成果も2

3の鉱種を除けば玲どえられ匁い).
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燃料鉱物

石油

1.Pad皿ka舳an:地形図62H/g:北緯28.56/07"東経

81.32'3!"(概略):!963年報告279によればPaduka

Kho1a川の左岸段丘堆積物から滴･ガス徴がみられ

ガス泡は2-3分間に約5個軽質油24時間に約1.5皿

を得た.インド地質調査所の分析では油は淡黄比

重32℃で0.･875KinematicViscosity(動粘度)32℃

で18,216Centistokes引火点65℃梱出成果は

温度(℃)
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分析結果では比較的沸一点の高い鉱洲.成閃下閉､

5.La1aポ1958年の報告39によればガス徴はSirasthan,

Nabhisthan,Padu長asthanの間隔約20kmづつの三寺を

連ねる西北酉方向の一直線上にあり銅管からのガスの

炎前二者で高さ15-30cm第三の寺付近で30cm.

平均分析値は90%CH.0.20%不飽和炭化水素1.5

%CO.o.30%C01.5劣O.7%N｡.1959年報告

131によればガス徴はすべて一背斜の頂部に限られメ

タンは衝上体下の姶新世層中に集積したものという.

ガス徴の他水面上の油膜炭質頁岩放とがSira･than

地区に知られる.

ガス徴はすべて90%CH｡を有しその組成が同様な

点を特徴とする.螢光試験では水炭質頁昇含雲

母片堵とも特徴的な｡i1b1･･mを示さ放い.

6.R.a｡:北緯27.55!東経82.20'1959年報告40によ

ればガスは燃えず温泉ありという.

7.S皿g舳｡a:1959年報告40によればやや可燃性とい

う.

8.M皿ktina舳:地形図62P/!3:北緯28.48/30"東経83.

53!20"Mustang谷Mu良tinath寺のガス徴は古くから

知られているが分析結果は狂い.1967年報告49による

とガス徴は流れに近い割れ目から山背斜構造部に分

布する.

ガス

2.sim舳aパ地形図62H/g:北緯28.50ノ東経8!｡40/

�∀

3.Na舳i舳･n:地形図62H/g1北緯28.50!50"東経

�〴��∀

4､賄auka舳㎜1地形図62H/9:北緯28.56!07"

�〳㈱㌱∀

9.c.r㎝鮒㎝旺｡t.1:地形図72E/6:北緯27.43!東

経85.18145"1960年報告202によるとカトマンズCOro-

nationHote1に可燃性ガス徴あり径7.5c㎜の坑井よ

り毎日15rn3以下.メタン91%CO.5%沼沢起

源か.

1o.･K㏄h血鴫ba砒:地形図72N/15:北緯26.29'東経

東経88.0511943年報告103はJhapa地方Bhadrapurの南

約6kmのKechhagbadhで下部Siwailk層甲にガス�
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徴を報じその成分不活性ガス(inactivegas)91.2%
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石炭

11,Togh-Sin蛆脾ni(逓ai1kot)一SewarK血｡la一理apur

Kho亙トGow眺x血｡亙トs量亀n眺i酬｡亘a:地形図62L/12

Sinarpani一北緯28.04'10"東経82.32!

1932年報告29によればDang地方Sa11yana地区の

試料分析結果は水分2.2%揮発分26.2%固定炭素

41.9%灰分29.7%.

1947年報告16によるにDang地方の石炭全体としては

炭質の変化著しく褐炭から灌青炭まであり中には無煙

炭質のもめまであるという.分析の一結果では灰分

8.74%水分3.25%操発分36.57%固定炭素51.44%

不膨脹激密コｰクス輝赤褐色灰炭層の厚さ0.75-2.

4㎜.

1948年報告!08は一炭層について報じ厚さ1.2-1.8

m北へ30-40｡傾斜･石炭は輝き地表にて風化する.

その他の三炭層は層厚1.2-1.8㎜.総推定埋蔵量15万

t住民の言によればGowarKho1aの川にそいさらに

約13長m酉の所に同様の炭層があるという.

1949年報告47によるとDang谷とMahabharat山脈の

分水嶺との中間に多数の炭層がみられその標高約9(〕O

-1･650m炭層のみられるのはGhoraiの北Sewar

Kho1a川沿岸;KapurKho1a川にそいNarebang村付

近;およびSisneriKho1a川沿い;走向にそい約50たm

の間にみられる.各炭層の厚さ最大6mに達し灰分

が多い.埋蔵量次の通り:一

Tosh-Bai1ikot:炭層の推定延長約3k㎜傾斜方向の延

長300mとして

平均炭層厚(m)�灰分含有量(%)�埋蔵量(t)

上部炭層1.5�69�2,200,000

中部炭層1.8-8.1�7315�2,500,000

下部炭層2.4�36�3,360,000

Gow･･Kho1･次層1.2�88�800,000

Sin･n･･iKho1a地区合計��4,000,(〕00

上部炭層1.8��

爽み一12�53�

中音11炭層1.2��

爽み一25�37,3�

中部頁着質炭層1.5��

爽み一9��

下部炭層1.2�33.7�

埋蔵量総計は1,200万t以上と思われるものの灰分が

高さにすぎるきらいがある.

1950年報告48にDang地方の石炭調査をつづけた結論

が示され稼行可能の炭層はTosh地区にあるのみで

他は灰分が極めて多いという.炭層は二枚あっていず

れも砂岩中にみられ相互の間に約500mの厚さの有孔

虫を含む頁岩･砂瑞層がある.石炭の分析結果次の通

り:一

�!.5m層�2.4m層

水分�8185%�10.94%

揮発分�28.60%�24.10%

問定炭素�54,70%�30.54%

灰分�10,80%�34.41%

硫黄�1132%�0.48%

インド石炭局基準による等級�se1ected%�

�牡���牡�㌥

露頭延長�180m�270m

深度300m迄の埋蔵量合計�120,000t�288,000t

1.5m層はKhara断層から約450mの位置にあり

このため上下盤とも2.4m層付近の岩石よりも擾乱され

ているという.

1953年の報告101は上記報告48と異なりTOsh炭田の

埋蔵量は数千tにすぎぬとする1従来石炭の厚層とさ

れたものは多くはただ比較的厚い炭質頁岩中に石炭のレ

ンズをはさんだものにすぎずたとえばAjimara,Tosh,

Ja工butta諸地区にその露頭をみる.これら炭層はそ

の賦存状態層厚品質などの変化著しい点を特徴とす

る.

報告101では既調査炭層中最良のものは背斜構造を

たすToshの紫色珪岩･片岩中にみられる被破砕炭層の

厚いもので延長51m鉱量1,470t硫黄の皮殻を伴

い黄鉄鉱･白鉄鉱を含む.分析結果は水分4164%

揮発分27.26%固定炭素46.90%硫黄1.18%比重

1.59発熱量10,753(BTUならん一沢田)灰の色

｡chraceoussa1mon粘結せず.

!955年報告328には一炭層の記載あり灰分11%

!3,500BTU･これまでに報ぜられた良質炭はみつから

ずという.

1956年報告172の著者もTOshの炭徴をみているが

新しい記述はない.1960年報告15も同様Tosh炭につ

いては新資料を供していない.1962年報告213はPh,

D.の論文でDangの諾炭につきかなり詳しい記載があ

る.この著者によればTOsh統は下部始新統で三階に

分かたれ炭層は中隊の｡･thoquartzites三層準にみら

れる･上･中二階はそれぞれ石炭のレンズｰつをふく

み下階中には最大13個のレンズがありBogre村から

BoたseKho1aに至る延長5k㎜の間にみられる.�
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分析結果ではDang炭はいずれも高揮発分炭で中

層準のものは灰分カミ8%と低く下位のものは14-76%

と灰分が多い.揮発分含有量は変化に富む.一般に

粕結せず所により｡akingindexB.S.4のものがある.

灰の色は灰分%の増加とともに暗色となる.

炭質分類からすると下位のものは｡rtho1ignitous(C

=75-77%)上位のもの｡rtho1ignitous乃至Pa･a-bitu一

㎜inOus(C=75■78%)中位のものparabituminous(C

=78-87%)となる.水素含有量はDang炭3.83-

4.86%で通常炭の5%に比し低い.発熱量はポンド

当り1,100-1,400BTh.U｡酸化程度の大なる石炭程タ

ｰノレ含有量低くDang炭の水素含有量の低い点を裏書す

る.

室内実験の結果では灰は1,400℃以下にて溶け鉄

の含有量の高いため鉱溝状を呈する.灰分は石英･雲

母･粘土鉱物類･ジルコン･電気石などからなる.炭

級の差は石炭の酸化程度によるものである.

石炭は主としてやや異方性のCOu1niteの各種菌類

胞子を含むものからたる.fuSainの細胞は稀.石炭

中には微細地質構造(miC･OteCtOniCS)の明示されたもの

カミみられる.Dang炭中にみられる菌類胞子や菌体は

KashmirおよびAssamの第三紀石炭中の{)のに類似す

るという.

12.C蛆p閥阻(犯ig.iban):高度約1,550m

1947年報告16の報ずる所では炭厚O.75-1.1m下

位に良質炭を得る可能性ありという.1948年報告108

はこの炭層を確認延長7.5m南西に20｡傾斜する石炭

の露頭を認めている.

13.X｡地b蝸一Ch肚kh｡互8:北緯27.45'東経82.30'(暫

定)

1947年報告16に無煙炭状炭層厚22.5-45cmのもの

硬質岩中にありという.

14.脳亙i眺8m趾一S且m.Kho1a(S亘｡m.i):北緯28.01'

東経82.36/20"(暫定).1947年報告16によるに良質炭

厚さO.5-0.75mのものありという.

15,脆舶町鮒8帖i1北緯27.59140"東経82.42!30"

1947年報告16によれば炭層厚さO.5-O.6mのもの北

酉に傾斜する層中にあり深部に向い良質となり厚さ

もまして2.7mになるという.しかし!948年報告108

ではかかる厚さを確認し得ずといい炭層一層の厚さ

0.5mのものあり黄鉄鉱団塊を含み!40mの間露出

北に15｡傾斜上下盤は硬質砂岩なりしという.

16.Uja(脆胴ayKha畑i付近):北緯27.59'40"東経

82.42'30"高度約1,550m.1947年報告16石炭一層

の厚さO.3-0.6㎜のものを報じ1948年報告108さらに

これを確認した.

17.醐j㎝ri:地形図72E/3北緯27｡ユ7'30"東経85.

〰��

18.cムaMi1地形図72E/3北緯27.11"東経85.23130"

19.sakt量酬｡la1地形図72E/4北緯27.15'東経85.

〶�

1956年報告333,334,335に多数の褐炭々徴の炭層･レ

ンズ･あるいは炭質頁岩をなすものが助auriKho1a･

ChandiKho1a･SaktiMoharKholaの諸川に沿い

Amlekganj村北方に報ぜられている.

20.Sy･b㎜b㎝･i1(LangtangKho1a,BhoteKo･i合流点)

ユ955年報告328によれば従来報ぜられた石炭とは

ほとんど燃料として価値のない炭質粘土で厚さO.3m

0.6mの二層が爽みによって分かれているという.

21.臨｡ahak出｡t｡パ地形図72N/1北緯26.50!東経

���

22.亙｡且血㎝g酬｡h,xok沁a酬｡la1地形図72N/5

北緯26.50/東経87.!7!

23.⑰h眺an腕腕パ地形図72N/5北緯26.49!東経

���㌰∀

1946年報告8によればKo1honKho1aの南支流中

Kosi川の西800mの点およびKoしahaKho1aのKosi

の東の2点でもめた石炭ありという.Ko長ahaKho1a

では垂直に傾斜し厚さ各4.5m3.1mのものあり地

層は炭質頁岩灰白色砂岩および交代作用をうけた白雲

岩よりなる.石炭の分析結果は:一

Barahakshetraの東南東約

1,250m(分析2例の平均値)

水分1.01%

揮発分6.41%

同定炭素5.40%

灰分87.18%

燃比:固定炭素/揮発分0.84

AboUt2.7nユBarahakshetra

(分析2例の平均値)

㈬�─

��─

㈮�─
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燃比は明かにもめた石炭としては異常に低い.経

済的には価値のないものである.ユ955年報告328{)二�
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層を認め厚さそれぞれ2.4m1.8m石炭様のものが

KokahaKho1aにありとする.二層ともほぼ垂直の傾

斜を示しその間隔約15m.燃えず石炭に非ずとの

結論であった.1955年報告329もBa蝸hakshetra付近

に上記炭層を認め無煙炭状であるが燃えず多分頁片

山の炭分が多く黒色を呈するものとしている.

24.⑳oi泌｡冊K㎞18:地形図70N/14北緯26.42!30"

東経87.56'1963年報告261によればSiwa1ikの崇石中

に稀に小量の炭質物が含まれているという.

25.sankaMakaxho1固:地形図72N/4北緯2(5.41ノ

東経87.54!1963年報告261はSiwalik層中に炭質物の

含まれているのを認めている.

26･Luk晒Mol一泥炭･石炭:地形図72E/6北緯27.40'

30"東経85.21'45"(概略)1932年報告25はカトマンズ

盆地のLukundOl,Bagmati両地区にほぼ水平に横たわ

る更新枇乃至.唖現世(Sub-Recent)の堆積物中に泥炭層

ありとした.厚さ().3mをこえる泥炭の露頭9個所が

Lukund(〕1村に認められているが主要炭層は厚さユ.2

m乃至1.5mの二層でその間に爽み6-9mの厚さのも

のがある･おもな三層の試料の分析結果では同定炭

素15.5%発熱量7,560BTU以下であった.

Bagmati地区では厚さそれぞれ0.3m0.3mO.6

mの三泥炭層がみられ0.6m層は固定炭素約30%発

熱'量7,542BTUを示した.1955年報告328によれば

カトマンズ盆地の縁辺部にみられる厚さO.6-1.2mの

褐炭層は盆地中心の凹部に向って厚さを増すかもしれな

いという.1963年インドBombayでの室内実験結果

は良好でLukundo1褐炭乾溜の結果コｰクス硫安

resinおよびガスをえたという(1963年報告105).

(筆者は元所員現バンコクECAFE事務局)
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